
l川11川川川川川1川川川川川11川山川11山川川11川川11川川州11川川川11山山11川川l川川川l川山11川川川川川l川川川川川!川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川11川川川川11川川川11川川川l川川川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川11川lい川川川川川l川川川川川11川川川l川川川川川川1川川川川川11川川川11川川11川11庖 舘縮緬緬11川川11川11川川11州11川川川川11川川川l門川川11川川川i川川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川l川川川川川11川川川11川川l川川11川川11川川11川川11川川11州川川川11川川川川川11川川川川l川川川川11川川川11川川川11川川11川11川l川川川川川川11川川川川l川川川川11川川川11川川11川川11川111判川川川川川11川川川川11川川川l川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川川川川1川川川川11川川川11川川川11川川11川川川州川11川川川川11州川川11川川川川川l川川川川川!け川川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川11川川川川11川川川11川川l川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川川11州川川川11川川川川川11川川川川l川川川川1川川川11山川11川川11川11川11川111川川川川l川川川川川川1川川川川川11川川川11川川11川川11川川川川川11川川川川l川川川川川11川川川l川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川山川川11州川川川11川川川川川11川川川川11川川川l川川川11川川11川川11川11川川川川川11川川川川11川川川l川川川1川川川11川川川11川川11川11川l川川11州川川川11川川l川川川11川11 l 

第 263号

⑧令、がう色 ロ
守

同

月

一''
一

年
平

成

平成 7年7月20日発行 愛媛県温泉郡川内町・編集川内町総務課・電話66-2222有線2111・印刷 7 7 /印刷 ， ， 

[町の動き 1(7月1日現在) 人口10，718人(+15) 男子5，070人(+10) 女子5，648人(+5) 世帯数3，511戸(+14)

-1 



六
月
定
例
町
議
会
報
告

回
閑
閑
困
問
困

千
三
百
八
十
七
万
一

一
千
円

6/23--27 

-2 

s川
上
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
な
ど

s

平
成
七
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
三
日
開
会
し
、
平
成
七
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
八
件
、

報
告
二
件
、
推
薦
一
件
、
請
願
二
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
採
択
さ
れ
二
十
七
日
閉

会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

川
上
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

事
業
な
ど
総
額
五
億

一
千
三
百
八

十
七
万
二
千
円
の
補
正
と
な
り
ま

し
た
。

O
一
般
会
計

補
正
総
額
五

O
一
、
七
八
五
千
円

累
計
総
額

四
、
六

O
七
、
六

O
六
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

町
勢
要
覧
作
成
業
務
委
託
料
(
平

成
七
年
度
分
)
二
、

0
0
0千
円

司自F、、
司、

え

防
犯
灯
設
置
工
事
請
負
費

一
、
五

O
O千
円

温
泉
利
用
施
設
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

測
量
及
び
実
施
設
計
委
託
料

二
回、

0
0
0千
円

川
内
町
重
信
町
衛
生
組
合
負
担
金

三
六
、
八
六
三
千
円

骨
粗
軽
症
検
診
委
託
料

一
、
五
四
五
千
円

三
軒
屋
大
井
手
改
良
事
業
等

一
八
、

0
0
0千
円

国
土
調
査
業
務
委
託
料

一
、
六
五
七
千
円

南
方
西
南
地
区
測
量
委
託
料

一
、
五

O
O千
円

~ . 

道
路
橋
梁
維
持
修
繕
工
事
請
負
費

三

一
、
五

O
O千
円

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業
費

一
二
九
、
九

O
O千
円

三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良
事
業
費

四
二
、
三
O
O千
円

都
市
公
園
用
地
購
入
費

九
九
、
五
七

O
千
円

都
市
下
水
路
測
量
設
計
委
託
料

三
、
五

O
O千
円

川
上
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事

業
工
事
請
負
費九

五
、

0
0
0千
円

(
下
の
写
真
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
北
校
舎
の
改
造
)
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尚、

川
上
小
学
校
北
校
舎

改
造
工
事
の
概
要

①
窓
枠
・
・・・・・
窓
枠
戸
を
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
に
全
面
改
修

②
屋
根
:
:
:
全
面
ウ
レ
タ
ン
系
塗

膜
防
水

③
床
・
・
・・
・
・
・
・
・
室
内
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

に
床
全
面
貼
り
替
え

廊
下
は
長
尺
ノ
ン
ス

リ
ッ
プ
シ

l
ト
に
全

面
改
修

④
内
部
:
:
:
天
井
、
壁
、
黒
板
、

掲
示
板
全
面
改
修

⑤
外
部
:
:
:
外
壁
及
び
軒
天
の
ク

ラ
ッ
ク
処
理
、
ピ
ン

ニ
ン
グ
工
法
に
よ
る

浮
き
部
分
の
処
理
を

し
、
全
面
下
地
補
修

の
上
吹
付
タ
イ
ル
に

改
修

⑥
配
管
:
:
:
塩
ピ
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼

管
に
改
修

⑦
配
線
:
:
:
照
明
設
備
、
コ
ン
セ

ン
ト
設
備
改
修

O
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

支
払
基
金
精
算
返
還
金
な
ど
で

補

正

総

額

五

、

O
一
O
千
円

累
計
総
額
七
三
三
、

O
一
O
千
円

。
老
人
保
健
特
別
会
計

国
庫
支
出
金
等
精
算
返
還
金
な

ど
で
補
正
総
額

七、

O
七
七
千
円

累
計
総
額

二
一
五
七
、
六
二
二
千
円

-
般
議
案

O
川
内
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

川
内
町
の
総
合
計
画
及
び
企
業

誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
企
画
調

整
課
を
設
置
し
、
課
の
再
編
成
を

行
う
も
の

O
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
川
内
町
に

お
け
る
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
を

改
正
す
る
も
の

(
日
額
報
酬
)

投
票
管
理
者
一

O
、
0
0
0円

開
票
管
理
者
一

O
、

0
0
0円

選

挙

長

一

O
、
0
0
0円

投

票

立

会

人

入

、

二
O
O円

開

票

立

会

人

八

、

二

O
O円

選

挙

立

会

人

八

、

二

O
O円

。
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
じ

つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
が
、
平
成
七
年
三
月
二
十

七
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

ぃ
、
川
内
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

O
川
内
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
制

度
要
領
が
改
正
さ
れ
、
貸
付
限
度

額
の
引
き
上
げ
が
さ
れ
た
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

O
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
(
井

内
中
野
地
区
)
に
伴
う
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
井
内

中
野
地
区
に
係
る
換
地
処
分
に
つ

い
て
、
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も

の

報

t:I::. 
Eコ

O
平
成
六
年
度
川
内
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
を
調
製
し
、
報
告
す
る
も
の

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
を
報
告
す
る
も
の

推

薦

O
川
内
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

平
成
七
年
五
月
三
十

一
日
付
で

議
会
推
薦
に
よ
る
農
業
委
員
会
委

員
の
辞
任
が
了
承
さ
れ
、
後
任
の
農

業
委
員
会
委
員
を
推
薦
す
る
も
の

議

成主
川薦

件
仲
川

ま
ホ

n-
造

5青

願

O
国
立
病
院
・
療
養
所
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
意
見
書
採
択
を
求
め

る
詰
願
書

国
立
病
院

・
療
養
所
の
縮
小

「
合
理
化
」
を
や
め
、
拡
充
強
化

が
は
か
ら
れ
ま
す
よ
う
川
内
町
議

会
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
総
務
庁

長
官
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

請
願
し
た
も
の

O
薬
剤
空
中
散
布
に
よ
る
松
く
い

虫
防
除
を
推
進
す
る
請
願
書

今
後
と
も
薬
剤
空
中
散
布
に
よ

る
松
く
い
虫
の
防
除
を
推
進
し
て

い
た
だ
く
よ
う
請
願
し
た
も
の

-3一



一行政告知板

終戦50周年を迎える今年

戦没者の遺族の皆さまに
特別弔慰金が支給されます

(1)平成 7年4月1日までに弔慰金(遺族国庫債券)

の受給権を取得した方
(2)戦没者の子
(3)父母、孫、祖父母、兄弟姉妹のうち、戦没者の

死亡当時、戦没者と生計をともにしていた方(た
だし、結婚や養子縁組により、現在、氏が変わっ

ている人を除く)
(4)父母、孫、祖父母、兄弟姉妹のうち、戦没者と

生計関係がなかった方および(3)グループで除か

れている氏が変わっている方
(5)兄弟姉妹の配偶者、甥、姪、おじ、おば、およ

びこれらの配偶者など、 3、親等内親族のうち戦

没者の死亡まで引き続き 1年以上生計をともに

していた方

国では終戦50周年を迎えるに当たり、改め

て弔慰の意を表すために特別弔慰金を支給い

たします。対象となるのは、平成7年4月1
日現在、同ーの戦没者について、公務扶助料

や遺族年金などの支給を受ける方がいない遺

族です。次に挙げる遺族のうち、その順序に

従って最も順位が先の方お一人に、額面40万
円の国債が支給され、平成B年力、ら平成17年
までの10年間にわたり年間4方向ずつ償還さ

れます。なお、同順位の方が複数いるときは、

お一人を選定して請求していただきます。

詳しいことは、役場福祉課までお問い合わせ

ください。

、，
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i

r
 

傷
病
賜
金
(
目
症
)
の

支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年

七
月

一
日
か
ら
傷
病
賜
金
(
目
症
)

の
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
下
士

官
以
下
の
旧
軍
人
で
、
公
務
に
よ

り
受
傷
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

第

一
目
症
又
は
第
二
目
症
で
あ
る

方
に
、
傷
病
賜
金
(
一
時
金
)
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
額
は
、
第

一
目
症
四
万
八

千
円
、
第
二
目
症
三
万
二
千
円
で

ハ
前
/
お
め
で
と
う

今
問
ご
ざ
い
ま
す

川
内
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人
福
祉

大
会
に
ご
招
待
し
(
九
月
中
旬
中

央
公
民
館
で
開
催
)
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ム
7

年
度
、
金
婚
式
該
当
の
ご
夫

婦
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
一
日
か

ら
昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
方
で

す。
民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ

す。
な
お
、
過
去
に
傷
病
恩
給
や
傷

病
賜
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

{問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福

祉
課
援
護
恩
給
係

会
⑪
一一一一

一
⑮
二
五
三
六

総
務
庁
思
給
局
第
一
課

E
O三
|
五
二
七
三
|
一
二
三
O

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
調

査
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
金

婚
式
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
ご

夫
婦
や
お
心
当
り
の
方
は
、
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
婚
姻

届
出
日
を
確
認
し
、
該
当
さ
れ
る

ご
夫
婦
に
は
、
老
人
福
祉
大
会
へ

の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

[連絡問い合わせ先]

役場福祉課

2⑬2222 ⑪35 

有線2133

-4-

七
月
一
日
付

役
場
職
員人

事
異
動

(
カ
ツ
コ
内
前
任
)

O
企
画
調
整
課
長

菅

野

貢

(
税
務
課
長
)

O
税
務
課
長

桑

原

重

寛

(
総
務
課
課
長
補
佐
)

O
総
務
課
課
長
補
佐

大

石

秀

輝

(
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
)

O
総
務
課
課
長
補
佐

野

口

泰

治

(
総
務
課
財
政
係
長
)

O
企
画
調
整
課
課
長
補
佐

戒

能

重

昭
(
産
業
課
課
長
補
佐
)

O
出
納
室
補
佐

林

宏

保

(
出
納
係
長
)

O
税
務
課
課
長
補
佐

菅

野

陸

志
(
総
務
課
課
長
補
佐
)

O
産
業
課
課
長
補
佐

坂

本

憲

俊

(
産
業
課
産
業
振
興
係
長
)

-
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• 行政告知板

消
防
団
に

ポ
ン
プ
積
載
車

七
月
三
日
、
川
内
町
役
場
に
お
い
て
消
防

ポ
ン
プ
積
載
車
の
引
渡
し
式
が
関
係
者
を
集

め
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
渡
し
式
で
は
、
森
町
長
よ
り
白
石
消
防

団
長
ヘ
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
の
カ
ギ
が
伝
達

さ
れ
、
続
い
て
団
長
よ
り
一
、
七
分
団
長
ヘ

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
を
積
載
で
き
る
こ
の
車
は
、

小
回
り
、
が
き
き
、
山
間
部
の
多
い
川
内
町
で

そ
の
機
動
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

緑あみれる町ヘ
町職員募集します

緑化樹

配布

0募集職種

一般事務職

土木・建築技術職

0受験資格

昭和41年4月2日から

昭和53年4月1日までに生まれた者

0試験内容

筆記試験(高校卒業程度)

面接試験

緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
緑
化
樹
の
無
料
配
布

を
実
施
七
ま
す
。

緑
化
樹
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る

方
又
は
団
体
は
、
役
場
産
業
課
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
植
栽
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

風
致
の
向
上
、
環
境
の
改
善
な
ど

が
期
待
で
き
る
公
共
的
場
所
に
限

り
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
課
産
業
振
興
係

会
@
二
二
二
二

有
線
二
一
六
一

0受験申し込みの受付期間

平成 7年7月25日から

王子成 7年8月18日まで

※その他採用試験に関する詳しいことは、

役場総務課までお尋ねください。

官 66-2222

有線2111

}巴

O
産
業
課
課
長
補
佐

緒

百

光

男

(
産
業
課
農
林
土
木
第
一
係
長
)

O
総
務
課
広
報
係
長

近

藤

昭

弘
(
総
務
課
主
査
)

O
福
祉
課
福
祉
係
長

水

田

実(
福
祉
課
主
任
主
事
)

O
福
祉
課
保
険
係
長

田

井

淳

一

(
税
務
課
税
務
係
長
)

O
水
道
課
下
水
道
係
長

菅

野

尚

人
(
水
道
課
主
査
)

O
企
画
調
整
課

近

藤

照

雄
(
総
務
課
)

O
企
画
調
整
課

片

岡

義

文
(
総
務
課
)

O
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長

大

窪

篤

紀
(
社
会
教
育
課
主
査
)

新
規
採
用

O
社
会
教
育
課

戒

能

耕

-5一
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6月7日、保育園の横にある畑で保育園児が

じゃがいもほりをしました。

じゃがいもが土の中から顔を出すたび歓声が上がり、

にぎやかな収穫行事となりました。

ア7メラレポート

4保育園

じゃげいち，~ι1&
内レーづ〈ι/

収穫されたじゃが‘いもは、 6月14日にカレーの具となり、みんなのおなかに

おさまりました。

J 11砂

上
スサ
ポツ
lカ
ツ|
少
年
団

〆
第19回全日本少年サッカ一大会県大

会の最終日の 6月18日、北条青少年ス

ホ。ーツセンターで決勝戦が行われ、

川上サッカースポーツ少年団が大西

キッカーズと対戦。惜しくも 1対0で破

れましたが、準優勝の栄に輝きました。

おめでとうございます。

南海放送杯

少年サッカ一大会中予予選

7月9日、川内中学校で開催さ

れた大会では、惜しくも PK戦で

WINGに破れ、予選突破はなりま

せんでした。次回のテレビ愛媛杯

に期待します。

-6 
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11メラレポート 圃圃圃園田

川内町公民館活卸!1公民館活動推進大会

6月23日、町内の15地区公民館の関係者が一堂

に会し、公民館活動推進大会が中央公民館で開催

されました。

大会では、優良地区公民館役員表彰が行われ、

三津山光生さん(前松瀬川公民館)、丸山豊幸さん

(北方西部公民館)のお二人が受賞されました。

続いて「公民館活動とボランティア」と題して篠崎

嘉一先生の講演会がありました。

第10回川内町少年剣道大会試合結果表

優勝

低学年の部
21:立
3位

学
3位

優勝
団

生 高学年の部
2位

3位

3位

優勝

男子の部
2位

f本
中 3位

3位
学

優勝

生 女子の部
2位

3位

3 i立
優勝

1・2年生の部
2位

3 i立
3位

優勝

{国 学 低学年の部
2位

3位

3位

生
優勝

2位
高学年の部

31:立
3位

優勝

人 男子の部
2位

中 3位

3位
学

優勝

生 女子の部
2位

3位

3位

-7 

成 武 館

三津浜剣道会

中島剣道会

久米剣道スポーツ少年団

建 武 館

浮穴剣優部

川内剣道会 A

吉井剣道スポーツ少年団

小松中学校

松山剣道会

三津浜剣道会

双海剣道会

多 賀 剣 道 会

成 武 館

御産所剣道会

吉岡剣道スポーツ少年団

谷口将太(建武館)

桑原 慶彦(若葉剣道会)

4恵増 暁人(吉井剣道会)

北田 晃土(金栄剣道会j

山本 賢(多賀剣道会)

谷口嘉輝(建武館)

秀野 勇人(御産所剣道会)

大西健太 (成武館)

外田貴志(成武館)

門屋 永治(昧酒剣道会)

四之宮陸(建武館)

菅野 亮(川内剣道会)

山地 康雄(=:津浜剣道会)

外国亮広(成武館)

水口貴文(拓川館)

高橋 良平(小松中学校)

鶴j畢 檎(成武館)

高橋 郁奈(久米剣道スポーツ合年団)

首藤 絵美(周布剣道会)

木原 亜季(楠河剣道スポツす年団)

企第10回
川内町少年剣道大会

第10回の記念大会となりました川内町

少年剣道大会が7月9日、川上小学校体

育館で行われました。

122チーム、 580名が参加しての本大会

には、遠く九州や兵庫県チームの参加も。

熱気あふれる会場に、気合いのこもった

試合が展開されました。

試合結果は、左記のとおりです。

A 



-・・・・・圃・・・みんなの広場

わが家G愛ド/ι
満 1j墳を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。コメン卜には名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ちゃ

んを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場

総務課広報係まで送ってください。

j筒

(市場)

中島康平くん

( 7月29日生)

父:幸一 母:!員智子

康平くん

いつも元気な子でいてね

-
歳
で
す
ノ
よ
ろ
し
く

(茶堂)

ゅうな

家森優奈さん
( 7月12日生)

父:政志 母:美樹

イ憂奈ちゃん

これからも元気で明るく

かわいい女の子でいてね

E------
---E
・

E

・E
e

一
筋
に
日
矢
の
差
し
込
む
茂
り
か

な

菅

野

斗

清

地
を
な
め
る
様
に
南
瓜
の
蔓
伸
び

る

和

田

寿

喜

枝

満
々
の
ダ
ム
囲
み
た
る
茂
り
か
な

高
瀬
照
幸

予
期
せ
ざ
る
客
の
長
居
や
夏
の
夜

近
藤
千
春

鯉
泳
ぐ
濠
に
影
を
き
夏
柳熊

田
慶

青
い
屋
根
赤
い
屋
根
写
り
檀
田
か

な

高

須

賀

清

江

赤
天
の
箸
も
古
り
た
り
冷
奴

楠

治

子

禽
声
の
雑
多
に
山
の
茂
り
か
な

池
川
水
穂

-8 

肉

吟

祉

J
七
月
例
会
姻
〈
〈
口
選
J

夏
の
夜
や
碁
会
帰
り
に
見
廻
る
田

小
倉
静
波

山
道
と
成
り
て
急
坂
時
鳥宮

内
竹
仙

峯
雲
や
海
の
漢
の
力
癌

池
川
蝿
谷
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花
づ
く
り

みんなの広場

草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
路
側
帯

に
は
、
百
日
草
の
花
が
み
ご
と
に

咲
き
、
そ
の
花
の
聞
の
雑
草
を
て

い
ね
い
に
取
り
除
い
て
ゆ
き
ま
し

た
。
外
に
い
る
だ
け
で
汗
が
ふ
き

出
す
こ
の
日
の
暑
さ
も
気
に
す
る

ふ
う
も
な
く
、
除
草
作
業
に
い
そ

し
み
、
わ
ず
か
五
分
ほ
ど
で
作
業

を
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
町
内
の
花
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
花
が
み

ご
と
に
咲
い
て
い
る
の
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
花
が
み
ご
と
に
咲
い
て
い
る

わ

け

の
に
は
理
由
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
た
日
で
し
た
。

JII 
柳

色

づ

く

吟

祉

ど
こ
え
で
も
お
行
き
な
さ
い
と
放

生

会

高

瀬

喜

撰

亭

j
六
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

一
入
居
の
自
由
時
に
は
も
て
余
し

平

岡

深

舟

共
稼
ぎ
雨
に
し
ょ
ん
ぼ
り
鯉
の
ぼ

り

田

島

夢

現

罵
声
怒
声
チ
ャ
イ
ム
が
押
せ
す
立

ち

つ

く

す

都

築

登

貫

子

子
の
自
由
認
め
る
親
へ
子
は
律
義

山
本
ひ
ろ
志

風
次
第
休
憩
を
と
る
鯉
崎

渡
部
佐
久
良

旅
先
で
フ
リ
ー
タ
イ
ム
と
投
げ
出

さ

れ

佐

々

木

胡

舟

病
室
の
目
標
ミ
二
の
鯉
の
ぼ
り

高

岡

紫

湿

さ
ざ
波
を
立
て
て
ア
ヒ
ル
の
フ
ラ

ダ

ン

ス

山

本

紫

芳

家
中
を
孫
は
自
由
に
か
く
れ
ん
ぼ

篠
森
美
登
里

ア
ド
バ
ル
ー
ン
に
つ
り
上
げ
ら
れ

た

鯉

の

ぼ

り

田

野

岡

田

州

横
一
線
ス
タ
ー
ト
台
の
鯉
の
ぼ
り

近

藤

十

歩

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
日
は
、
暑
い
暑
い
日
で
し

た
。
七
月
八
日
の
第
二
土
曜
日
、

中
央
公
民
館
の
裏
駐
車
場
で
「
ふ

れ
あ
い
花
の
会
」
の
会
員
さ
ん
と
、

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
数
名

が
、
ハ
ボ
タ
ン
の
種
ま
き
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

現
在
、
ふ
れ

あ
い
+
化
の
ム
去
の

会
員
は
、
十
九

名
、
中
学
生
花

づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
十
八

名
。
や
は
り
と

い
う
べ
き
か
、

花
づ
く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
は
、

女
性
が
多
い
。

種
ま
き
作
業

が
終
わ
り
、
場

所
を
川
内
橋
の

た
も
と
の
路
側

帯
へ
移
し
、
除

雪哲 題童全角八
し世?i五月
五ぃ 品午空 埋‘al・1
まりのご す=TF 

聖書を 官 昔ご時ご 量円、

お 会干内
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会
員
旅
行

小
豆
島
を
訪
ね
て

「
明
日
は
大
雨
と
言
う
が
、
ど
う

す
る
の
:
・
。
」

「
警
報
が
出
な
い
限
り
決
行
。
」

「
私
が
雨
な
ん
か
押
し
上
げ
て
み

せ
る
か
ら
・
・
・
。
」

「
湿
度
計
が
雨
は
落
ち
な
い
と
出

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
。
」

「
で
も
星
は
見
え
な
い
の
よ
。
」

な
ど
と
悶
々
。
眠
れ
ぬ
夜
を
心
配

し
な
が
ら
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

七
月
二
日
、
や
っ
ぱ
り
雨
。

「
み
ん
な
私
の
せ
い
で
す
。
間
に

な
っ

ruttい
ま
し
た
。
も
う
こ

う
な
っ
た
ら
腹
を
据
え
て
雨
の
日

の
旅
の
し
か
た
で
ん
7
但
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
」

と
の
会
長
の
あ
い
さ
つ
。

と
こ
ろ
が
三
十
分
も
行
く
と
、

雨
と
お
別
れ
。
豊
浜
の
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
は
傘
な
し
で
、
あ
ち

こ
ち
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

車
窓
か
ら
は
、
さ
わ
や
か
な
並

木
や
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め

た
よ
う
な
花
々
が
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
「
ど
ん
な
人
々
の

ご
苦
労
な
の
だ
ろ
う
」
と
、
人
の

汗
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
花
を

愛
で
な
が
ら
の
旅
で
し
た
。

船
中
で
は
景
色
な
ど
何
の
そ
の

「
一
年
振
り
よ
。
お
久
し
ぶ
り
。

こ
う
し
て
お
し
ゃ
べ
り
出
来
る
の

が
い
い
ね
。
行
き
先
や
天
気
は
、

ど
う
で
も
い
い
の
よ
。
」

な
ど
の
話
し
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

婦
人
会
と
い
う
組
織
が
あ
る
か

ら
・
:
。
ま
た
役
員
を
し
た
か
ら
こ

そ
交
友
関
係
が
広
が
り
深
ま
っ
た

の
だ
と
、
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

(
役
員
っ
て
い
い
ん
で
す
よ
。
)

い
よ
い
よ
上
庄
港
に
上
陸
。
と

た
ん
に
二
十
四
の
瞳
の
ブ
ロ
ン
ズ

の
群
像
を
観
光
客
に
見
せ
て
:
・
。

車
は
銚
子
渓
へ
と
急
ぎ
ま
す
。

人
な
つ
っ
こ
い
猿
が
寄
っ
て
き

ま
す
。
母
猿
が
子
猿
に
お
乳
を
飲

ま
せ
て
い
る
様
は
、
と
て
も
優
し

げ
で
慈
愛
に
満
ち
、
人
の
世
と
変

わ
ら
ぬ
表
情
で
す
。
ま
る
で
片
手

に
乗
り
そ
う
な
子
猿
は
お
乳
を
く

わ
え
た
ま
ま
、
あ
る
い
は
背
中
や

横
腹
に
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
、
母

猿
に
甘
え
、
走
り
回
っ
て
離
れ
ま

せ
ん
。
何
時
ま
で
も
見
て
い
た
い

温
も
り
の
あ
る
風
景
で
し
た
。

寒
震
渓
で
は
、
遠
景
が
霧
に
包

ま
れ
て
い
た
の
は
残
念
で
し
た

が
、
雨
に
洗
わ
れ
た
緑
が
美
し
く

映
え
あ
ざ
や
か
で
し
た
。

オ
リ
ー
ブ
園
で
は
、
行
っ
て
も

行
っ
て
も
オ
リ
ー
ブ
。
小
さ
い
実

が
町
お
こ
し
を
ズ
ッ
シ
リ
と
担
っ

て
い
て
、
け
な
げ
に
思
え
ま
し
た
。

そ
の
上
の
方
に
ハ

l
ブ
園
が
あ

り
、
実
に
見
事
な
紫
の
花
を
咲
か

せ
揺
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
中

で
は
数
多
く
の
種
類
の
ハ

l
ブ
の

香
り
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し

た
。
時
間
に
追
わ
れ
駆
け
足
で

回
っ
た
事
だ
け
が
心
残
り
で
し
た
。

最
後
は
大
孔
雀
園
。
手
を
鳴
ら

す
と
、
大
き
く
広
げ
た
羽
を
ふ
る

わ
せ
な
が
ら
、
一
回
り
二
回
り
し

て
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
何
本
も
羽

が
折
れ
て
い
る
の
は
痛
々
し
い
限

り
で
し
た
。
次
は
孔
雀
の
大
飛
行

で
す
。
正
の
上
か
ら
羽
を
広
げ
勇

壮
に
飛
行
す
る
姿
に
私
達
は
息
を

の
み
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

白
孔
雀
は
大
切
に
お
り
の
中
。

大
き
く
広
げ
た
羽
を
悠
々
と
私
達

に
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
気
高

く
品
格
の
あ
る
姿
で
し
た
。

と
に
か
く
観
光
に
徹
し
た
小
豆

島
・
:
。
そ
れ
ば
か
り
か
醤
油
・
そ

う
め
ん
・
オ
リ
ー
ブ
の
生
産
に
と

す
ば
ら
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る

小
豆
島
・
:
。
ど
う
し
て
も
川
内
と

比
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
よ
う
油
豆
に
し
て
も
偶
然
に

醤
油
に
飛
び
込
ん
だ
そ
ら
豆
を
食

べ
て
み
る
と
美
味
。
以
来
工
夫
を

加
え
特
産
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
う
め
ん
も
家
庭
で
主
婦
が

作
っ
て
い
た
め
ん
が
名
産
に
な
っ

た
と
も
聞
き
ま
す
。

さ
て
、
川
内
の
発
展
は
誰
が
す

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
決
し
て

他
人
が
し
て
く
れ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
川
内
に
住
む
一
人
一
人

の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
春
、
イ
ン
タ
ー
に
美
し
く

咲
い
た
つ
つ
じ
は
毎
年
咲
き
続
け

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
:
・
。
美
し

い
町
・
住
み
よ
い
町
・
地
場
産
業

に
と
発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

一
人
一
人
が
自
分
の
事
と
し
て
考

え
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
そ
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
よ
。

円
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花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

色
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
陰
で
花
を
美
し
く
咲
か
せ
て
く

れ
ま
し
ょ
う
。
お
礼
申
し
ま
す
。

桜
学
級
(
お
手
ふ
き
ぞ
う
き
ん
)

八
月
十
二
日
凶
午
後
七
時
半
よ
り

中
央
公
民
館
第
二
二
二
学
習
室

タ
オ
ル
一
枚
と
裁
縫
用
具
を
持
っ

て
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

八
月
E
M
ボ
カ
シ
作
り
・
研
究
会

八
月
二
十
七
日
間
午
後
二
時
よ
り

ナ
イ
ロ
ン
袋
を
一
枚
ご
用
意
下
さ

い
。
ボ
カ
シ
と
石
け
ん
の
販
売
も

致
し
て
お
り
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会



主
当一勢百
申

之》
Z玉t

祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
活
動

-給食ボランティア

月 日 代 表 者 人員 内 n廿』

5/12 里 J11 七 重 7 給食サービス (46食)

5/19 渡 まB ，申b、 子 6 イン (46食)

5/26 j度 音日 二=子 5 ィシ (42食)

6/2 水 田 操 4 ク (44食)

6/9 黒 ) 11 七 重 6 ク (43食)

6/16 i度 部 ，忠 子 4 ク (45食)

6/23 i度 部 二二子 5 。 (44食)

6/30 寺 田 敬 乃 7 ク (41食)

-介護ボランティア

5/25 両 岡 繁 子 2 老人宅訪問

6/13 高 石 ミヤ子 2 地区寄合相談

-花の会ボランティア

5/2 山 本 アツ子 11 花植、花の種まき

5/13 ク 8 花植(中学生18名参加)

5/16 イシ 10 花植、草引き

5/27 ク 2 花植、草引き(中学生5名参加)

6/12 イシ 9 花の種まきほか

-婦人会ボランティア

5/4 山 本 アツ子 7 産業道路花だん草引き

5/31 イシ 10 イシ ク

-美化清掃ボランティア

5/9 篠 原 7登 子 28 公共建物周辺草引き

-ともしび会ボランティア

5/9 菅 野 H青 美L2↓ニ恵ホーム奉仕活動

六
月
二
十
二
日
付

社
会
福
祉
協
議
会

理
事
評
議
員
異
動

O
会

長田

中

O 
理

黒
事

Ji! 

O 
理

細
事

) I! 

O
評
議
員

仙

波

O 
評

黒議
員

)I! 

O 
評

池議
員

Ji! 

O
評
議
員

慶

田

O
評
議
員

高

石
(
カ
ッ
コ
内
前
任
者
)

信

敦(
高
須
賀
益
美
)

七

重

(
高
須
賀
フ
ヂ
ヱ
)

武

雄(
梅
崎

lE 

仙敏
波

亀

房(
越
智
宗
俊
)

守

良(
黒
川
亀
房
)

新茂

君
子
)

、
ャ
子(

高
岡
繁
子
)

進

川
内
町
建
設
業
組
合

よ
り
寄
附
金

六
月
二
十
八
日
、
役
場
町
長
室

に
お
い
て
、
川
内
町
建
設
業
組
合

よ
り
何
か
に
役
立
て
ほ
し
い
と
寄

附
金
が
川
内
町
杜
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ご
厚
情
に
対
し
厚
く
お
札

を
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
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同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

平
成
七
年
度

取川
りfN
組問
み同
に塑
つ墾
し、同|

での

常
日
頃
か
ら
川
内
町
の
同
和
教

育
の
推
進
に
つ
き
、
町
内
の
み
な

さ
ん
に
は
、
格
別
の
ご
協
力
・
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
県
同
教
川
内

支
部
総
会
を
五
月
二
十
九
日
に
終

え
、
平
成
七
年
度
の
川
内
町
同
和

教
育
の
計
画
・
行
事
等
が
決
定
し

同
和
問
題
の
完
全
解
消
と
啓
発

・

実
践
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
是

非
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
平
成
六
年
度
の
基
本

方
針
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
現
在
問

題
と
な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
」
問

題
に
つ
い
て
も
人
権
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
た
い
。
ま
た
昨
年
実
施

し
た
町
民
の
意
識
調
査
の
考
察
を

も
と
に
啓
発

・
推
進
に
力
を
入
れ

一
層
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

①
各
種
研
修
会
、
川
内
町
同
和

教
育
研
究
大
会
(
期
日
八
月
十

三
日
)
、
行
政
地
区
別
同
和
教

育
懇
談
会
は
、
継
続
実
施
。

②
企
業
内
に
お
け
る
同
和
教
育

の
啓
発
を
図
る
。

去
年
は
、
企
業
内
同
和
教
育

担
当
者
研
修
会
を
三
回
実
施
し

十
三
の
企
業
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
年
は
、
四
回
実

施
す
る
予
定
で
す
。

③
県
同
和
教
育
協
議
会
の
内
容

で
あ
る
啓
発

・
教
育
・
就
労
に

つ
い
て
一
層
の
推
進
を
図
る
。

.与

④
家
庭
内
に
お
け
る
同
和
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
実

践
化
を
図
る
。

以
上
の
事
柄
に
つ
き
推
進
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
五
月
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
県
同
教
川
内
支
部
総
会
に
前
県

同
和
教
育
課
長
岡
省
吾
先
生
を
お

迎
え
し
「
二
十
年
間
で
何
が
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
」
と
題
し

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
そ
の
内
容
の
大
要
を
紹
介
し
ま

す
。

一
、
同
和
問
題
に
関
心
を
持
つ
人

が
増
え
て
き
た
。

以
前
は
、

一
人
の
百
歩
よ
り
百

人
の

一
歩
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
啓
発

活
動
を
し
て
い
た
が
、
二
十
年
を

経
た
現
在
で
は
、
百
人
の
百
歩
を

と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
二
十
年
前
に
は
、
学
校
教
育

で
も
次
の
よ
う
な
三
つ
の
型
の

先
生
が
多
か
っ
た
。

山
す
ば
ら
し
い
体
験
を
持
ち
、

よ
く
勉
強
し
て
い
る
人

間
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言
う

入
閣
自
分
の
体
験
も
あ
り
、
よ
く

勉
強
し
て
い
る
が
、
何
ば
り

言
う
と
い
け
な
い
と
黙
っ
て

い
る
人

研
修
会
な
ど
に
お
い
て
は
、
間

違
い
を
厳
し
く
指
摘
す
る
会
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、
全

て
の
先
生
方
や
一
般
の
人
達
が
同

和
問
題
に
つ
い
て
よ
く
勉
強
し
理

解
し
て
き
た
た
め
、
研
修
会
な
ど

に
お
い
て
も
真
剣
に
学
習
す
る
会

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

三
、
同
和
教
育
に
つ
い
て
の
意
識

が
変
わ
っ
て
き
た
。

以
前
は
、

P
T
A
の
方
も
伝
統

や
因
習
に
と
ら
わ
れ
、
部
落
問
題

に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
今
は

同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
い
る
。
差
別
す
る

こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
。
差
別
を
す

る
側
に
は
な
り
た
く
な
い
。
差
別

に
つ
い
て
よ
く
理
解
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
心
理
的
差
別
が
心
の
中

に
残
っ
て
い
る
。
身
内
や
自
身
に

つ
い
て
割
り
切
れ
て
い
な
い
。

四
、
同
和
地
区
の
人
々
の
生
活
が

よ
く
な
っ
た
。

中
予
は
比
較
的
経
済
的
に
恵
ま

れ
て
い
た
が
、
東
予
や
南
予
の
人

達
は
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
た
。

ま
た
職
業
の
問
題
、
高
校
入
学
へ

の
問
題
、
文
字
を
知
ら
な
い
人
達

も
い
た
。
し
か
し
、
地
対
法
(
地

域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
)
が
施

行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
生
活
が
安

定
し
物
的
差
別
は
な
く
な
っ
た
が

心
理
的
差
別
の
解
消
ま
で
に
は

至

っ
て
い
な
い
。

五
、
差
別
を
残
し
て
い
た
法
律
が

変
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
四
三
年
旧
戸
籍
謄
本
が
収

納
さ
れ
、
五

一
年
戸
籍
謄
本
の
閲

覧
の
禁
止
、
六
一
年
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
も
禁
止
さ
れ
た
。

六
、
同
和
教
育
を
進
め
て
き
た
た

め
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
前
は
結
婚
や
就
職
の
と
き
学

校
へ
成
績
や
成
績
表
の
問
い
合
わ

せ
や
閲
覧
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
の
禁
止
、
以
上
講
演
内

容
で
あ
る
。

つL
1
E
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、主

m
w
a
q
m
w
守

康
講
座

渡部先生

「関節の痛みと日常生活の工夫」

講師:十全医療学院附属病院作業療法士

日時 :8月7日(月) 午後 1 時30分~3 時

場所 :健康センター 2階集団指導室

お問い合わせ先 :健康センター 電話:66-2191 

第1回

お
旬
日
爪
町

2回目以降のテーマです。

回 実施日 ア マ 講師友びス歩ッフ

2 9月 役立つ薬の知識 薬剤師

3 10月 川内の秋…みんなで歩いてみよう! 十全病院 PT 

4 10月 最新の介護機器について 在宅介護支援センター

5 11月 絵手紙で年賀状を…! 十全病院 OT 

6 11月 あなたの体力は何才?(体力テスト) 健康増進センター

12月 病態別(1)高血圧(塩分濃度測定) 栄養士 ・保健婦

l月 病態別(2)高コレステロール(調理実習) 栄養士 ・保健婦

2月 腰痛を軽くするために(健康体操) 十全病院 PT 

10 3月 健診から半年たって(健康相談) 保健所医師

以下、

*毎回の参加はもちろん、ご希望のテーマだけの参加も大歓迎

です。

なお、 11月には働きざかりの健康講座(夜間実施)

ていますので、お勤めの方もぜひご参加下さい。

も計画し

サーワiL

イキイキ
「メ

l
ン
」
、
川
上
小
学
校
体

育
館
に
響
く
気
合
い
の
こ
も
っ
た

か
け
声
。
川
内
剣
道
会
の
練
習
が

始
ま
っ
た
。
毎
週
火

・
木

・
土
曜

日
の
午
後
七
時
か
ら
九
時
(
初
心

者
は
火
・
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら

八
時
)
ま
で
体
育
館
で
汗
を
流
す
。

会
員
は
、
現
在
、
幼
稚
園
児
か

に
杜
会
人
ま
で
三
十
九
名
。
男
女

間
わ
ず
入
会
で
き
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
が

で
き
、
会
費
は
年
六
千

円。
チ
ピ
ッ
コ
か
ら
大
人

ま
で
、
男
女
を
問
わ
ず

や
れ
る
剣
道
は
、
ま
さ
に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

や
っ
て
み
た
い
方
は

次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会

長

山

下

健

一

官
@
三

O
四
四

事
務
局
田
井
野
弘

一

E
@
二
六
九
七

q
u
 

t
Eム



国
民
年
金

国
民
年
金
に
は

保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
豊
か
な
老
後
の
所
得

保
障
と
し
て
国
民
年
金
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
「
国
民
年
金
」

も
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い

な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。長

い
人
生
の
聞
に
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

期
間
は
、
免
除
の
申
請
を
し
た
月

の
前
月
か
ら
そ
の
年
度
の
最
後
の

月
ま
で
の
間
で
社
会
保
険
事
務
所

が
必
要
と
認
め
る
月
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
未
納
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま

に
し
な
い
で
、
役
場
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

国

保

高
額
療
養
費
の
支
給

病
気
や
け
が
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
り
、
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に

六
万
三
千
円
以
上
(
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
三
万
五
千
四
百
円
以

上
)
の
自
己
負
担
金
(
医
療
費
の

三
割
)
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の

1.， 

超
え
た
分
に
つ
い
て
、
国
保
が
負

担
し
て
、
あ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

口
世
帯
合
算

ひ
と
つ
の
世
帯
で
同
じ
月
内
に

医
療
費
の
事
故
負
担
が
三
万
円
以

上
(
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万

一
千
円
以
上
)
の
場
合
が
二
回
以

上
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
の
額
を

合
算
し
て
、
合
計
で
六
万
三
千
円

(
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
三
万
五

千
四
百
円
)
を
超
え
た
分
に
つ
い

て
、
あ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

募

集

一

'
愛
媛
県
職
員

‘
採
用
候
補
者
試
験

口
受
付
期
間

8
月
4
日
幽
I
9
月
4
日
間

口
試
験
区
分

。
初
級
:
・
行
政
事
務
・
学
校
事

務

・
警
察
事
務

O
資
格
免
許
職
:
・
栄
養
士

・
学

校
栄
養
士
・
臨
床
検

査
技
師

口
試
験
日

9
月
払
日
制
に
第
一
次
試
験
を

実
施
し
、
そ
の
試
験
合
格
者
に

第
二
次
試
験
を
行
う
。

口
問
い
合
わ
せ
先

受
験
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
松
山
市
一
番
町
四
丁
目
4

番
地
2
愛
媛
県
庁
内
の
愛
媛

県
人
事
委
員
会
(
宮
⑪
一
一
一

一

一
、
⑮
三
五
七
六
か
三
五
七
七
)

愛
媛
県
婦
人
警
察
員

V
(
大
学
卒
業
程
度
)
採
用

候
補
者
試
験

口
受
付
期
間

8
月
4
日
倒
1
9
月
4
日
間

口
試
験
区
分

婦
人
警
察
員

口
試
験
日

9
月
M
日
間
に
第

一
次
試
験
を

実
施
し
、
そ
の
試
験
合
格
者
に

第
二
次
試
験
を
行
う
。
(
身
体

基
準
も
あ
り
)

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
試
験

に
同
じ

愛
媛
県
警
察
官
・
婦
人

V
警
察
官
(
高
校
卒
業
程
度
)

採
用
候
補
者
試
験

口
受
付
期
間

8
月
日
制
!
9
月
8
日
幽

口
試
験
区
分

愛
媛
県
警
察
官
(
巡
査
)

愛
媛
県
婦
人
警
察
官
(
巡
査
)

口
試
験
日

日
月
1
日
同
に
第

一
次
試
験
を

実
施
し
、
そ
の
試
験
合
格
者
に

第
2
次
試
験
を
行
う
。
(
身
体

基
準
も
あ
り
)

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
人
事
委
員
会
あ
る
い
は
、

愛
媛
県
警
察
本
部
(
宮
⑪
O
一

一
こ
ま
で

-14-

一日
週
間
月
間
一

8
月
1
日
か
ら

V
観

光

週

聞

か
楽
し
い
旅
、
ゆ
と
り
と

マ
ナ
ー
で
再
発
見
d

G
 

A
u
 

d
 



八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一

週
間
を
観
光
週
間
と
し
、
「
観
光

道
徳
の
高
揚
」
「
観
光
地
の
美
化
」

「
健
全
な
観
光
旅
行
の
促
進
」
を

重
点
目
標
と
定
め
、
広
く
国
民
に

対
し
、
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り
運
動
を
促
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
十
分
に
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
運
動
に
ご
協
力
下
さ

、ν'
夏
の

可
地
域
安
全
運
動

8
月
1
日
か
ら
8
月
白
日

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
犯
罪

や
事
故
及
び
災
害
の
防
止
に
つ
と

め
、
地
域
全
体
で
防
犯
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
、
っ
。

〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街

運
動
の
重
点

女
災
害
の
未
然
防
止

女
性
犯
罪
の
防
止

-R少
年
非
行
の
防
止

女
水
の
事
故
防
止

一お

原買

い

兵
庫
県
か
ら
転
居
さ
れ
た

V
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災

者
の
皆
さ
ま
へ

震
災
関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、

次
の
窓
口
で
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

口
兵
庫
県
政
の
震
災
情
報

兵
庫
県
広
報
課

8

0
七

八

三

六

二

l
三

O
一
七

口
震
災
時
の
住
所
地
市
町
の
震
災

情
報

.
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
で
情

報
を
提
供

マ
神
戸
市
F
A
X
(
O七
八

三
六

O

O

二
O
O
)

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
受
話
器
を

と
っ
て
お
か
け
く
だ
さ
い

0

.
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
方
に

広
報
紙
を
郵
送

マ
尼
崎
市
・・
・
・
・
・
広
報
課

8

0
六
l
四
八
九
六
O
二一

マ
明
石
市
・
・
・
・
・
・
広
報
広
聴
課

8
0
七
八
|
九

一
八
五
O
O
一

マ
西
宮
市
・
・
・
・
・
・
広
報
課

企

O
七
九
八
l
三
一
五
三
四
0
0

マ
芦
屋
市
・
・
・
・
・
・
広
報
課

8
0
七
九
七
|
三
八
二
O
O
六

マ
伊
丹
市
・
・
・
・
・
・
市
民
対
話
室

8
0
七
二
七
八
四
八
O
一
O

マ
宝
塚
市
・
・
・
・
・
・
広
報
広
聴
課

E
O
七
九
七
七
七
二
O
O
ニ

マ
三
木
市
・
・
・
秘
書
課
広
報
係

官

O
七
九
四
八
九
二
二
一O
四

マ
川
西
市
・
・
・
・
・
・
広
報
課

2
0
七
二
七
四
O

一
一
O
四

マ
淡
路
島
内
・
・
・
・
・
・
兵
庫
県
広

報
課

E
O
七
八
|
二
一
六
二
|一一
一O
一七

松
山
市
役
所
前

V
地
下
駐
車
場
建
設
工

事
に
伴
う
突
通
規
制

口
工
事
の
場
所

一
般
国
道
一
一
号
の
県
庁
前
l

松
山
市
役
所
前
!
い
よ
銀
行
本

庖
前

口
規
制
の
期
間

平
成
7
年
8
月
l
平
成
叩
年
末

(
予
定
)

口
規
制
の
内
容

路
面
電
車
を
通
し
な
が
ら
、
終

日
交
通
規
制
を
実
施
す
る
予
定

口
お
願
い
事
項

①
県
庁
や
堀
之
内
公
園
等
へ
こ

ら
れ
る
場
合
は
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
欲
し
い
こ
と
。

②
工
事
箇
所
は
迂
回
し
て
欲
し

い
こ
〉
」
。

8
月
は

「
道
路
を
ま
も
る
」

月
間
で
す

8
月

m日
は

「
道
の
日
」
で
す

川
内
町
民
の
皆
様

温
か
い
ご
支
援
を

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

1
月
刀
日
の
震
災
発
生
以
来
、

川
内
町
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
励

ま
し
と
多
く
の
ご
支
援
を
頂
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

6
カ
月
が
経
ち
、
神
戸
市
内
で

は
復
興
に
向
け
て
の
っ
ち
音
が
響

き
、
人
々
の
生
活
も
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
、
落
ち
着
い
た
状
態

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

長
く
険
し
い
道
の
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
神
戸
を
今
ま
で
以
上
に

魅
力
あ
る
街
と
し
て
よ
み
が
え
ら

せ
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。
平
成
七
年
七
月

神
戸
市
長

4 

-・・剛

お

礼
-圃・・・・・圃圃圃圃・・・・

笹
山
幸
俊

Fhυ 

句

1
4



[11]圃・

司，

学
び
た
い
!

そ
れ
が
入
学
資
格
で
す~ 

学部・コ ス・専攻

C霊〉 ζ;:I-A) C亙二豆〉
全312科目

「生j舌と福祉
「 活科学→
1 ~，-". L発達と教育

~-W- 401_  ̂ I 社会と経済
教養学部ート産業・社会ーイ1-"- .~ _. L 産業と技術

1 ---.1-.-- .........&.s I 人間の探求
」人文・自然→

L 自然の理解

回困図固
放送大学、愛媛に上陸/

~愛媛地域学習センターが開設、 10月オープン~

.募集対象

選科履修生(1年コース)

科目履修生(半年コース)

・第 2学期募集要項

平成 7年7月1日から希望者に配布します0

・出願期間

8月15日まで

・内容
放送(テレビ・ラジオ)を利用した新しい学習システ

ムで、多彩な教授陣、 300科目を超える多様な教育科目

です0

.問い合わせ先

放送大学愛媛地域学習センター

〒790松山市文京町 3香愛媛大学附属図書館内

ft23-8544 FAX23-8479 

ワープロ技術講習会

-対 象就業を希望する女性

・科 目 ワープロ(日商検定3級)

・日 時 Aコース/9月11日(月)ー11月8日

(水)までの問21日

Bコース/9月19日(火)-11月21日

(火)までの問21日

(土曜、日曜、及び祝祭日を除く)

9時30分一15時30分まで

・定 員 A，Bコース各30名

・申込日時 8月28日(月)、 29日(火)の 2日間

( 9時一16時)

園その他会場、受講料、申込方法は、老人・

病人介護技術講習会に同じ

経理事務(初級)

ワープ口技術講習会• 
-対 象就業を希望する女性

.科 白 経理事務(日商簿記 3級)・ワープロ

-日 時 9月 5日(火)一10月20日(金)までの

間21日

(土曜、日曜、及び祝祭日を除く)

9時30分一15時30分まで

.定 員 30名

.申込締切 8月22日(火)

園その他会場、受講料、申込方法は、老人 ・

病人介護技術講習会に同じ

老人・病人

介護技術講習会

-対象

就業を希望する女性

.科目

老人・病人介護技術

・日 時

9月4日(月)ー10月13日(金)までの聞の21日

(土曜、日曜、及び祝祭日を除く)

9時30分一15時30分まで

・会 場

松山市山越町450番地愛媛県女性職業セン

ター

・定員・受講料

30名 無料(教材費一部自己負担)

・申込締切

8月22日(火)

・申込方法

印鑑持参の上、上記、

愛媛県女性センター

(ft23-2201)へ申し

込んで、ください。

n
h
u
 



圃画面 • 回困図E
おしゃべり講座パート 2

おまつしi本郷茂孝と
語ろう

L ミき
午後 2時30分開場

4 

-日 時 8月6日(日)

午後3時-7時

-場 所 塩ケ森ふるさと公園(雨天時川上小学校体育館)

(マイクロパス運行・森林組合前より出発)

.内 容 Oコンサート(ロック・ニューミュージッ

ク・フォーク・ベンチャーズ・ジャズ)

-日 時 8月7日(月) 出演団体予定……頑固一徹、十全医療学院生

午後 7時30分~ クラッシュ・ジャズ・オーケストラ

.場所中央公民館 ちろりん村バンド&パセリ

第 1会議室
Theサーブノfーティーなど

.受講料無料
0屋台(タコ焼、焼そぱ、プライドポテト、

うどん、そうめんなどの予定)
. 演題 「有機野菜づくり」

-前売りチケット 500円(当日600円)
.間合先川内町教育委員会 .間合先塩ケ森イベント実行委員会

ft66-4721⑧5911 (ft66-2222 内線31青野)

dS 
-日時 8月26日(土)

午後 6時一 9時

(雨天の場合でも開催します)

.場 所久万高原天体観測館

.募集内容小中学生100名(保護者同伴)

多数の場合抽選

.申込期限 8月10日(木)

・申込方法参加者の氏名、年齢、性別、住所、

電話番号を明記した往復はがき

により申し込む。

.問合先干790-70

申込先松山市一番町四丁目 4の2

愛媛県環境局環境保全課大気係

官 41-2111(内線2443)

-日 時 9月26日から12月15日の毎週火、

金曜日

.場 所松山市堀之内の県営弓道場

.募集内容午前の部(10-12時)

午後の部 (6-8時)

各部とも 25名程度で中学生以上

の未経験者か初，心者

.費 用 1万円

・申込期間 9月1日-9月14日

.申込方法ハガキに住所、氏名、電話番号、

間合先生年月日、職業、性別と午前・

午後の別を明記し、下記へ申し

込む

干790 松山市堀之内県営弓道場内

愛媛県弓道連盟 弓道教室宛

怨 45-9342

η'' 
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ケ 退
3ミ
ロ

川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

六
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加
入

者
の
異
動
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

入
ケ

《

口
三
内
農
協
ふ
れ
あ
い
市

み

う

ち

二

九

三

八

富
市

砂

O
名
義
変
更

一

ケ

火

口
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

え
ぐ
も
(
三
恵
ホ
l
ム

よ

り

)

二

九

一

八

O
休

止斎
院
ノ
木

O 
加

O 
復

上東

中

村

下

之

町

曲

O 
脱

伊

藤

直

行

五

六

三

里

東

健

二

五
二
五
一

松
本
喜
代
秀

五

一
九
三

八

木

清

高

五
五
四
八

和
田
ヨ
ネ
コ

三
四
八
五

三

内

農

協

ニ
九
六
六

.， 
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月予防接種 計 画 表

予防接種名 二種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防主割重 風疹(ニ自はしか)予防接種

接種目時
平成 7年 8月8日(火) 平成 7年 8月18日(金)

午後 2 時~3 時 午後 2 時~3 時

接種場所 健康センタ ー2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室

生後12カ月一90カ月で 1期初回を 3回及 生後18カ月 ~90カ月で風疹にかかってい

ぴ l年後の 1期追加を受けていない者。 ない者

対象者 なお、百日咳にかかったことのはっきり すでにMMR (麻疹 ・風疹 ・おたふくか

している場合は 2種(ジフテリア ・破傷 ぜ)の混合ワク?ンを接種している方は

風)混合で実施できますので受付で申し 接種の必要はありません。

出て下さい。

-当日は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予

防接種を受けることができません。 防接種を受けることができません。

-当 日の入浴は差しっかえありません。 -当 日の入浴は差しっかえありません。

持参品 -母子健康手帳、体混計 -母子健康手帳、体温計

平成 7年4月より予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもう ー

世帯 考
度よく見られ、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。
なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 66-2191 (有線)5833 
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66-4989 

3130 

収集曜日 q:x 集 t也 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷 ・西谷(井内を除く)

毎 土谷 ・滑川 ・天神 ・鳥の子 ・横灘団地 変更なし

* 
ーーーーーーーー・ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーー・・ーーーーーーーーー
井内

火 ・金 北方 ・南方 8月15日(火)を台・・6国畠可--神-ー桐ー-..両陣・ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー匹町匂骨・ー司・ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーー--・ーーー・ーーーーー
8月16日(水)に収集火 奥松瀬川

週 水 ・土 前松瀬川(鳥の子を除く)
変更なし

町筋(天神を除く)

電話

有線
清掃センター8月ごみ収集計画表

ちえるごみ

ちえ怠νごみ・有資源ごみ

時文 集 土也 域 ガラス・空ピン類 空き缶等金物類 有資源ごみ

資奇 ・西奇(井内を除く)
8月14日(月) 8月28日(月) 8月17日(木)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方 ・奥松瀬川 8月 8日(火) 8月22日(火) 8月18日(金)

前松瀬JI!(鳥の子を除く)
8月 9日(水) 8月23日(水)

町筋(天神を除く) 8月16日(水)

井内・土奇・湯川 8月10日(木) 8月24日(木)

2. 

出せば資源

。。

O 1冊の本からリサイクル焼却すると灰O 



8月 健康センターだより

8日(火)
10日(木)

11日(金)
18日(金)
21日(月)
22[:] (火)
23日(水)
24日(木)

25日(金)

28日{月)
30日(水)
31日(本)

三種(三種)混合予防接種

育児相談

育児学級

こころの健康相談

風疹予防接種

結果報告会(河之内)

結果報告会(井内)

結果報告会(則之内東)

結果報告会(則之内西)

もぐもぐ教室

滑川健康相談

結果報告会(滑111)
結果報告会(土谷)

結果報告会(奥松瀬川)

胃がん検診
大腸、乳、子宮、甲状腺がん検診

毎週月曜日 |不要犬引取り
野犬買い上げ

毎遊水曜日|健康相談
母子健康手帳交付
機能回復訓練

当番l翠
8月6日

13日
20日
27日

宮内病院

国立療養所愛媛病院

永山内科
北上靖博整形外科

受付午後 2:00-3:00 健康センター

受付午前 9:00-10・00 健康センター

受付午後 1:00-2:00 健康センター

午後 1:00-4:00 健康センター

受付午後 2:00-3:00 健康センター

受付午後 1:30-3:00 河之内公民館

受付午後 1:30-3:00 井内公民館

受付午後 1:30-3:00 永野集会所

受付午後 1:30-3:00 則之内西公民館

午前 9:30-11:30 健康センタ-

i午前川寸0:20(海上)
午前10・30-11:30(九騎)

受付午後1:30-3:00 生活改善センター

受付午後 1却-3:00 土谷公民館

受付午後 1:30-3:00 奥松瀬川公民館

受付午前 7:30-9:00 健康センター

受付午前 7:30-10:00 健康センター

午前 8:30-10・00 健康センター
ク イシ

午前 9:00-12:00 健康センター
ク イシ

午後1:00-3:00 ガリラヤ荘

松山市北梅本町

重信町横河原

松山市北梅本町

松山市平井町

ft75-0091 
ft64-2411 
ft76-1788 
ft75-3753 

(問い合わせ先) 健康センタ ft66-2191 有線 5833

救急病院案内 企 64-5632 (テレホンサービス)
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番2尚

く同瓦〉

かわうち

西古市

河川敷公園

(仮称)

、.. 

-ゅ

川
内
町
の
玄
関
口

に
花
の
公
園

バ
イ
パ
ス
を
通
り
、
重
信
町
か

ら
車
で
川
内
町
へ
入
る
と
、
左
手

の
河
川
敷
に
公
園
が
で
き
て
い
る

の
に
気
づ
く
。

公
園
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が

植
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
護
岸
は

水
に
親
し
め
る
よ
う
親
水
護
岸
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
設
省
の
護
岸
改
修

に
合
わ
せ
て
、
そ
の
上
の
河
川
敷

を
川
内
町
が
整
備
し
た
も
の
で
す
。

昔
、
重
信
川
の
土
手
に
は
松
が

植
え
ら
れ
、
土
手
松
が
ず
ら
り
と

並
ん
だ
光
景
が
重
信
川
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
残
っ
て
い
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
名
残
り
の
土
手
松
も
こ
の

公
園
の

一
部
に
取
り
込
ん
で
お
り
、

散
策
が
て
ら
、
松
に
見
入
っ
て
い

る
人
も
わ
ら
れ
ま
し
た
。

川
内
町
の
玄
関
口
に
で
き
た
こ

の
公
園
を
上
流
へ
、
ま
た
下
流
へ

と
延
ば
し
て
ゆ
く
計
画
が
あ
り
、

今
後
も
楽
し
み
で
す
。

• 

日
Uつ白

イ

アジサイといえば、梅雨の頃、雨に咲く花とい

うイメージが強く、雨に濡れた風情が美しい。

塩ケ森に咲くアジサイも 6月が見頃で、その青紫

色がみごとで多くの見物客でにぎわいました。

野の山にも小さなアジサイ(ガクアジサイ、ヤ

マアジサイなど)が咲いています。井内林道の谷

水の流れる縁につつましく咲いている様は、暑い

日には、いっそう涼やかです。

華やかな塩ケ森のアジサイとつつましい野のア

ジサイ。趣きを異にするアジサイの競演は、雨の

日であっても、でかけてみたくなります。

サコノ

野の花

ア

• 

~ 

， . 


